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２
月
13
日
（
木
）
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
高
森
地
区

社
協
、
い
ち
ょ
う
の
里
よ
り
活
動
発
表
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
と
施
設
が
交
流
・
連
携
し
て

い
て
良
か
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
と
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
方
を

講
師
に
、
ヒ
モ
の
両
端
に
丸
い
ゴ
ム
の
付
い
た
ボ
ー

ル
を
ラ
ダ
ー
（
は
し
ご
）
に
か
け
る
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
」
で
交
流
。

投
げ
る
度
に
歓
声
が
あ
が
り
「
手
軽
に
楽
し
め
、

地
区
で
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

【駅前自治会】～はげましホーム交流会～　２月26日（水）、駅前地区民によ
る楽しい演芸等で交流。もう20年以上続いています。中には一緒に踊り出す
利用者も。最後には全員で“いい湯だな”を踊って大盛り上がり！

交流は、楽しいだけでなく、出会い
や情報が豊富になる等、参加する人
にとっても様々な効果があります。

栗
原
市
社
協
築
館
支
所
で
は
、
４
月
よ
り
、
だ
れ
で
も

手
軽
に
楽
し
め
る
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
の
貸
出
を
し
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
　
栗
原
市
社
協
築
館
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
23-

８
０
８
７

【築館支部事業】（社協会費充当事業）

令和元年度 つきだて福祉のつどい

～地域の お宝 大発見～

楽しさ　おすそわけ♪

い
ち
ょ
う
の
里

施
設
長 

白
鳥 

一
彦 

氏

〒
９
８
７
ー

２
２
５
２
　
栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
６
番
１
号

電
話 

０
２
２
８-

23-

８
０
８
７
　
Ｆ
Ａ
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21-

４
７
７
４

令
和
２
年
４
月
16
日
　
発
行

高
森
地
区
社
協

会
長 

常
盤 

榮
一 

氏

一番上を

目指して

ソレー!!

身近なタオルと

イスでも代用で

きます。

【北町地区社会福祉協議会】～ひなまつりお茶っこ会～
弥生３月は桃の節句。手作りのひな人形を飾り、姿勢を正してお抹茶をい

ただき、ほのぼのと華やかなお茶っこ会に。また「太田地区　八十坂のぼる
さんの栗原の方言川柳カルタ」で大笑い！“笑う事は、薬いらずの健康法”

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所

電
話
：
23-

８
０
８
７

６
月
９
日（
火
）

４
月
21
日（
火
）

５
月
19
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

♢ 

築
館
支
所 

職
員
紹
介 

♢

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
新
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統
括
職
員 

細
　
川
　
律
　
子

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

佐
々
木
　
佳
　
奈

事
務
職
員 

千
　
種
　
幸
　
子

対
象
者
の
要
件

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体
及
び
個
人
）

①
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

②
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
こ
と

③
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

④
会
員
間
の
活
動
で
は
な
く
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と

⑤
参
加
者
か
ら
参
加
費
等
を
徴
収
し
て

い
る
こ
と
（
但
し
、
訪
問
活
動
は
こ

の
限
り
で
な
い
）

⑥
本
会
以
外
よ
り
助
成
金
等
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
（
但
し
、
地
区
社
協
、

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
等
か
ら
の
助
成
は
２
万
円
を
上
限

と
し
て
認
め
ま
す
。）

助
成
金
額

１
団
体
　
年
額
５
万
円
以
内

※

審
査
会
に
て
助
成
額
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

申
請
締
切

５
月
15
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

問
い
合
わ
せ
先

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課
☎
23-

８
０

８
７
ま
た
は
、
各
社
協
支
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

し
あ
わ
せ
な

　
　地
域
づ
く
り
事
業
募
集

〜
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
を
助
成
し
ま
す
〜

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
３
月

２
日
（
月
）
と
４
日
（
水
）
、
防
災
士
の
菅

原
昭
一
氏
（
根
岸
地
区
）
よ
り
、
防
災
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
対
処

で
き
る
よ
う
、
消
防
署
へ
の
連
絡
や
消

火
器
の
使
い
方
な
ど
を
再
確
認
。
そ
の

後
、
災
害
時
に
役
立
つ
、
新
聞
紙
の
手

袋
・
ス
リ
ッ
パ
の
作
り
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
防
災

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

高
齢
者
生
き
が
い
活
動

　
　
　支
援
通
所
事
業

消火器の使い方完ぺきです!手の保護にもなりますね。

講
師

菅
原 

昭
一
氏

大切なのは「忘災  事前防災  互近助の力」です !

皆さまのご協力ありがとうございました。

むすび丸ピンバッジ『宮城県内の「子ども食堂」を応援しよう!! プロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　ご協力いただいた数 ２09個　　金額 １04，５００円

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております


